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「防災・減災日本 CSO ネットワーク（JCC-DRR）」設立について 

 

JCC-DRR 事務局長 

堀内 葵 

 

2015 年 3 月に仙台市で開催された第 3 回国連防災世界会議に向けて活動した「2015

防災世界会議日本 CSO ネットワーク（JCC2015）1」の成果と課題を引き継ぐ、新たな市民社

会ネットワークが、2015年 10月に設立された。 

 

本ネットワークは、「災害に強い社会づくり」に向け、以下の活動を行う。 

 

No. 活動 目的 

1 【政策提言】 

「仙台防災枠組 2015-2030」および「持続可能な開発

目標（SDGs）」の実施に寄与し、国内外における様々な防

災関連会議に市民の目線から貢献していくこと。 

2 【DRR主流化】 

多様なセクターおよび分野で活動する CSO（市民社会組

織）の交流を図り、各セクターにおける「DRR（災害リスク軽

減）の主流化」を実践すること。 

3 
【東日本大震災などからの

課題や教訓の発信】 

東日本大震災などの災害が引き起こす問題やそこからの

教訓について、被災者の視点を考慮しながら国内外に発

信し、特に、世界の原発災害への備えを強化すること。 

 

今後、「仙台防災枠組」の実施・モニタリングにかかる内閣府との定期協議の開催や、国連

ISDR（国際防災戦略事務局）主催会議への出席、2016年 3月に仙台市で開催される「仙台

防災未来フォーラム 2016」への参加および企画・運営、同年 5 月にトルコ・イスタンブールで

開催される「第 1 回世界人道サミット」、同じく 5 月に三重県志摩市で開催される「2016 G7

伊勢志摩サミット」に向けた提言活動、災害に関する海外ネットワークとの連携、ブックレット

『福島 10 の教訓～原発災害から人々を守るために～』の多言語への翻訳、などの活動を予

定している。 

 

JCC-DRR 内の課題別グループとして、「ジェンダー・多様性と災害」小委員会と「仙台防災

枠組普及冊子」作成小委員会が発足し、活動を開始している。 

 

「災害の強い社会づくり」に向け、外務省とも引き続き、対話の場を設けたい所存。 

                                                        
1 2014年 1月設立、104団体が参加する市民社会ネットワーク。国連防災世界会議に向けた提言、「市民防災世界会議」

の開催、フィールドエクスチェンジの実施などの活動を展開し、2015年 6月に解散。URL: http://jcc2015.net/ 

http://jcc2015.net/
http://jcc2015.net/
http://www.preventionweb.net/files/43291_sendaiframeworkfordrren.pdf
https://sustainabledevelopment.un.org/content/documents/21252030%20Agenda%20for%20Sustainable%20Development%20web.pdf
https://sustainabledevelopment.un.org/content/documents/21252030%20Agenda%20for%20Sustainable%20Development%20web.pdf
https://www.worldhumanitariansummit.org/
http://www.mofa.go.jp/mofaj/ecm/ec/page4_001562.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/ecm/ec/page4_001562.html
http://fukushimalessons.jp/booklet.html
http://jcc2015.net/
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 本ネットワークの概要は以下の通り。 

 

名     称 防災・減災日本 CSOネットワーク（通称：JCC-DRR） 

活 動 期 間 2015年 10 月 19 日～2020 年 9 月 30日 （5 年間） 

W E B サ イ ト http://jcc-drr.net/ 

代  表  者 
大橋 正明（特定非営利活動法人 国際協力 NGOセンター 理事） 

堂本 暁子（男女共同参画と災害・復興ネットワーク 代表） 

参 加 団 体 47 団体（2015 年 12月 10 日現在） ※一覧は別紙を参照 

運 営 団 体 

 

12 団体 （50 音順） 

 

特定非営利活動法人 国際協力 NGOセンター（JANIC） 

国連生物多様性の 10 年市民ネットワーク 

一般財団法人 CSOネットワーク 

特定非営利活動法人 CWS Japan 

特定非営利活動法人 シャプラニール＝市民による海外協力の会 

男女共同参画と災害・復興ネットワーク 

一般社団法人 地域連携プラットフォーム 

特定非営利活動法人 DPI日本会議 

一般社団法人 ピースボート災害ボランティアセンター 

特定非営利活動法人 ふくしま地球市民発伝所 

みやぎジョネット 

一般社団法人 みやぎ連携復興センター 

 

共同事務局 

特定非営利活動法人 国際協力 NGOセンター(JANIC) 

特定非営利活動法人 CWS Japan 

一般社団法人 ピースボート災害ボランティアセンター 

ロゴ 

 

 
 

 
 

 

以上 

 

http://jcc-drr.net/


2015年12月10日現在

No. 団体名

1 特定非営利活動法人　アーユス仏教国際協力ネットワーク

2 一般社団法人　RQ災害教育センター

3 一般社団法人　International Medical Corps Japan

4 特定非営利活動法人　ウィメンズアイ

5 特定非営利活動法人　うつくしまNPOネットワーク

6 NPO ユニバーサルデザイン

7 環境・国際研究会

8 合同会社　グリーンアンブレラ

9 公益財団法人　ケア・インターナショナル ジャパン

10 一般社団法人　国際教育NGOアースメディア

11 特定非営利活動法人　国際協力NGOセンター（JANIC）

12 国際サイエントロジーボランティア

13 特定非営利活動法人　国際ボランティア学生協会

14 国土防災技術株式会社

15 国連生物多様性の10年市民ネットワーク

16 一般社団法人　コンサベーション・インターナショナル・ジャパン

17 一般財団法人　CSOネットワーク

18 特定非営利活動法人　CWS Japan

19 特定非営利活動法人　シャプラニール＝市民による海外協力の会

20 特定非営利活動法人　シャローム

21 公益社団法人　シャンティ国際ボランティア会

22 公益財団法人　ジョイセフ

23 特定非営利活動法人　震災から命を守る会

24 公益社団法人　セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

25 世界女性会議岡山連絡会

26 創価学会平和委員会

27 男女共同参画と災害・復興ネットワーク

28 一般社団法人　地域連携プラットフォーム

29 特定非営利活動法人　チャイルド・ファンド・ジャパン

30 特定非営利活動法人　DPI日本会議

31 特定非営利活動法人　難民支援協会

32 特定非営利活動法人　難民を助ける会

33 一般社団法人　日本イスラエイド・サポート・プログラム

34 特定非営利活動法人　日本イラク医療支援ネットワーク

35 特定非営利活動法人　日本リザルツ

36 公益財団法人　日本YMCA同盟

37 一般社団法人　ピースボート災害ボランティアセンター

38 東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）

39 一般社団法人　ふくしま連携復興センター

40 特定非営利活動法人　ふくしまNPOネットワークセンター

41 特定非営利活動法人　ふくしま地球市民発伝所

42 公益財団法人　プラン・ジャパン

43 特定非営利活動法人　ホープワールドワイド・ジャパン

44 みやぎジョネット

45 一般社団法人　みやぎ連携復興センター

46 特定非営利活動法人　横浜NGO連絡会

47 特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

参加団体　一覧


